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　Concentrations　of 　free　iodine　in　dllute　solutions 　of 　povidone−iodine　（PVP −1）　gargle　and 　i憾
bactericidal　activity 　were 　examined 　during　21　days　of　storage 　at 　various 　temperatures．　 Free
iodine　was 　reduced 　a　little　when 　15〜30−fold　dilute　solutions 　were 　stored 　for　21　days　in　a　dark
place 　at 　5
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and

　it・ re・idua1・ at ・ ・f　i・di・e　w ・・ a ・・und 　50％ ・n 　21　d・y・ after 　it　w ・・ st ・ red 　in　a 　d・・k　place
at

　350．　Reduction　of 　free　iodine　was 　found　to　be　dependent　on 　temperature ．　However ，　the　30−
f°1d

　dil・ti・n ・ f　PVP −l　g・・gl・ ・t・・ed ・t　35° k ・pt ・uffi ・ient　bacteridd・l　acti・ity　f・・ 鋤 励 、。、、欝

α銘嬲 3・S吻 乃蜘 σOC 翩 3　epidermidis ，　Pseudomonas卿 顔 α，　Pse”d伽 0觚 S　aerugt
’
nosa ，　StrePtOCOCCUS

pyogenes　and 　EsherichiaσoJ ’even 　after 　the　storage 　for　21　days．　Further ，　salivary 　bacteria　were
killed　by　60−fold　dilute　so 夏ution 　 of 　PVP −I　gargle ，

　as 　well 　as 　by　30−fold，

　These　findings　ind正cate 　that　15〜30−fold　dilute　solutions 　of　the　PVP −I　gargle　are 　effective 　for
3weeks　if　they　are 　stored 　under 　50，　and 　its　60−fold　solution 　has　a　sufficient　bactericidal　effect
in　the　 mouth ．
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緒 言

　Povidone　Iodine （PVP −1 と略す）を主成分 とす る含

鰍剤は ，広 範 囲 の 抗菌ス ペ ク トル を有す る ヨ ウ 素製剤で

あ り， そ の 臨床効果は 高 く評価 さ れ て お り，1 ・S］当院 で

も入院 ・外来患者に 広く用い ら れ て い る ．と こ ろ で，

＊ 1’：
山形 市蔵 王 飯 田字西 の 前 ；Nishinomae ，

Zao　lida，
　　Yamagata−shi

， 990−23　Japan

PVP −1希釈液は 種 々 の 因 子の 影響を受けや す い こ とが

示 唆 され て い る ．た と えば還元性薬剤は PVP −−1 液 の 遊

離 a ウ 素を分解 し，s〕血液及び 尿tt　PVP −1 の 抗菌活 性 を

低下 させ る
4・fi）

こ とが 知 られ て い る，さ ら に PVP −1 希釈

液 の 安定性 に 影響を及ぼ す因子 と、し て 温度が 考えられ

る，

　当院で は ，こ れ まで 看護部 の 希望 もあ り，入院患者 の

手数を 省 くこ とを目的 と して病棟へ は PVP −1 液の 希釈

液を交付して お り， 約 2週間程度 の 闇使用 され て い る．
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と ころ が 含嗽用希釈 液 は 日時 の経過 と共に 退色する こ と

が認め られ る．こ の 退色程度と殺菌力の 関係に つ い て は

既に 白石ら
e｝が報告 した が ， 温度 に 対す る PVP −1 希釈

液の 安定性に 関す る詳 細 な 報 告は い ま だ な い ．そ こ で 本

研究に お い て 我 々 は含嗽用 PVP −1 液の 希釈液 （15，20，

30倍）を 種 々 の 温度条件 （5，20，35°C） で 保存 した と

きの 安定性及び 抗菌活性に つ い て 検討 した・

実験材料及び方法

　1，使用薬剤

含嗽用 PVP −1 液 （イ ソ tY　y ガ ーグ ル e
　t 遊離 ・ ウ 素

7mg 〆ml 含有 ， 明治製菓）を滅菌蒸留水 で 15， 20 お よ

び30倍に希釈 し て 実験 に 供 し た 。

　2．希釈液の 保存条件

　15，20お よ び 30倍希釈液を 60m1容量 の 無菌投薬瓶（松

村株式会社製） に 30ml ずつ 分注 し，内部 を遮光 し た ラ

イ フ テ ス タ ー （FREUND 工 業株式会社） を 使用 して そ

れ ぞれ 5° C ，20° C お よび 35°C の 条件下 で 21日間保存

した ．

　3．　遊離 ヨウ素濃度定量方法

各希釈液20ml に 希塩酸（1 ・10）を 1ml 加え ・ pH ス

タ ッ ト （モ デ ル HSM −10A ，東 亜 電 波 工 業）を用 い ，

0．02N　NazS203液を滴定液と し た 酸化還元滴定法で 遊

離 ヨ ウ素濃度を測定した ．実験結果 は調製直後の 濃度に

対す る ヨ ウ 素 （12） の 残存率（％）で 示 し た．

　 4． 使用菌種

　S．aureus 　FDA 　209−P，　 S．epidermidis 　ATCC 　14490，

Ps．cepacia 　MO 　527
，
　 Ps．aeruginosa 　IFO 　12582，　 Str．

pyogenes　ATCC 　10389お よび E ．　coli 　NIHJ 　JC−2 を そ

れ ぞれ 105〜107cells15ml に 菌数を調製し菌液と した．

　 5． 35°C の 条件下で保存した 希釈液の 殺菌効果測定

方法

　含啾用 PVP −130 倍希釈 液を ，調製直後，1 ，2 ，

3 ，7 ，14お よび 21 日後に それぞれ滅菌試験管 に 2m 玉

秤取し ， こ れ に 各菌液を 0．2m1 加え，30秒間接触後に

ヨ ウ 素 の 不活化剤と し て Pore 　Size　O．　02Fm の 滅菌 メ ン

ブ ラ ソ フ ィ ル ターで ろ過 し た 0．1N　NasSsOs　O．1ml を

加えた ．殺菌効果の 判定は ， 各試験管 ご とに 1白金耳量

を普通 ブ イ ヨ ン （日水 ） 5m1 に 接種し，37°C　24時間培

養 し，ブイ ヨ ン の 濁 りの 有無 で 判定 した．なお ，
Str．

Pyogenesの み は ブ レ イ ン ハー トイ ン フ
ユ
ージ ョ ン ブ イ ヨ

ン （栄研）｝こ 接種 した ．

　 6．　 口 腔内細菌に対する効果

　 滅菌生理食塩液 20ml で 15秒間含嗽し，こ れ を滅菌試

験管に も ど し含嗽原液と した．そ の 含嗽原液を滅菌蒸留

水で 10倍に 希釈 し試料液と し た ．含嗽用 PVP −130倍希

釈液及び 60倍希釈液の 各 2m1 に 試料液 0．2ml 加 え30秒

間接触後 ，
Pore 　S玉ze 　O．　02μm の 滅菌 メ ン ブ ラ ン フ ィ ル

ターで ろ過した 0．1N　Na2SzO3 液を 0．1ml 加え消毒剤

の 効果を 不活化 した．培養は各希釈液
一
試料液 の 接触液

O．5ml を血液寒天培地 （栄研） に 接 種 し，37° C ， 48時

間行 っ た ．

実　験　結　果

　1。　遊離ヨ ウ素濃度に及ぼす保存温度の 影響

　1−1、　 15倍希釈液につ いて

　15倍希釈液中の 遊離 ヨ ウ 素濃度 に 及ぼ す温度の 影 響を

Fig．1 （A ）に 示 した．

　縦軸に 調製直後の 遊離 ヨ ウ素濃度を 100とした ときの

各測 定 日に お け る遊離 ヨ ウ素濃度を残存率で 示 し，横軸

OC保存 日数を示した．なお 15倍希釈液の 調製直後 の 遊離

ヨ ウ 素濃度 は o，470mg ！ml で あ っ た．5°C で 21日間保

存 した場 合の 遊離 ヨ ウ 素残存率は 95％ で あ っ た の に 対

し，20 ° C で は 69％で あ っ た．35° C では 1 日 目に 遊離 ヨ
’

ウ 素濃度の 急激な 低下 が認 め られ ， そ の 後漸時濃度は 低

下 し21日後に は62．4％に まで 低下 した ．

　 1−2．　 20倍希釈液につ い て

　20倍希釈液中 の 遊離 ヨ ウ素 濃度 に 及ぼ す温度の 影響 を

Fig，1（B ）に 示 した，な お調製直後 の 遊離 ヨ ウ素濃度 は

O．　353　mg ！ml で あ り濃度 の 変化 は 残存率で 示 し た．5°C ，

20QC 及び35 ° C 保存下で の 遊離 ヨ ウ素残 存率 カーブは 15

倍希釈液の 場合に比 し ， や や 急勾配 で あ り ， 21日後に お

け る 残存率 はそ れ ぞれ90．4，65．9，59．8％で あ っ た．

　 1−3． 30倍希釈液につ い て

　30倍希釈液中 の 遊離 ヨ ウ素濃度 に 及ぼす温度の 影響を

Fig．1 （C ）に 示 した ．調製直後の 遊離 ヨ ウ 素濃度 はO・243

mg ！ml で あ り， 濃度 の 変化 は残存率 で 示 した ．15及び 20

倍希釈液で 得られ た結果 と比較す る と，30倍希釈液に お

け る 遊離 ヨ ウ素残存率 カ
ーブ の 傾きは更に 急勾配とな っ

た．すなわち ， 20°C あるい は35° C の 保存で は 1 日後 の

残存率 は それぞれ85．1，79．4％で あ っ た ．また21日後 の

残存率 は ， 5° C ， 20° C 及び 35° C で ，そ れ ぞれ 84．2，

53．5及び51．0％とな り， 15及び 20倍希釈液に 比 し30倍希
r

釈液 の 遊離 ヨ ウ 素濃度の 低下が著明で あ っ た．

　 2． 35°C で保存 した含嗽用 PVP −130 倍希釈液 の 殺

菌効果

　 上 述 した よ うに ， 30倍希釈液を 35QC で 保存 した 時の
・

遊離ヨ ウ素 の 分解が よ り著 しか っ た こ とか ら こ の と ぎ

の 殺菌効果を 検討し ， そ の 結果を Table　1 に 示 した ．

CQntro11 は 各 ブ イ ヨ ン 培地 中 の 菌 の 発育を確か め る7ヒ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

JapaneseSociety  of

 274

PharmaceuticalHealth  Care  and  Sciences

       fu ee es #  Vol.12, No,3  (1986)

   100

   90

   BO

   70=

   60'o

   50v'

   4e

 g 3o
 p.
 : 20cr

   10

    o

  100

   90

   eo

   70-"

   Ge'-e-

   sos

   40R･8

 3o'i

 tu 20tt

   10

    o

  100

  90

   eo

   70-ft

   605

  50,s

  40'nfi.

 
30:

 2ert

  10

   o

 Fig.

t

L
y}

Effect of  Temperature  on  Dilute Solutions ef  PVP-I  Gargle
Containing Free Iodine

  Dilute solutions  were  stored  at  50C (-o-), 200C (-e--)
and

 350C  (-A-) in the  dark  during 21 days. Ordinate; resi-

dual percentage ef  free iodine against  the  initial concentra-

tion. Abscissa; days after  the  storage  at the various  tem-
peratures.

  (A); 15-fold dilution (initial concentration  of free iodine:
O,470mglml)  (B); 20-fold dilution (initial concentration  of

free
 iodine:O.353mg!ml) (C); 30-fold dilution (initial con-

centration  of  free.iodine : O. 243 mg!ml)

,--b-
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Table　 1． Bactericidal　Activity　 of 　30−fold　Dilute　 Solution　 of 　PVP −I　Gargle　Stored　 a ヒ 350C

Storage 　period 　〔　days 　）

Organisms 0 1 2 3 7 ユ4 21

A

Control 　l ＊

Con 七rol 　2 官 宮

S ．　aureus 　FDA 　209 −P

S ．epidermidis 　 ATCC 　 14490

P ．　cepacia 　MO527

P ．　aeruqinosa 　IFO 　12582

Str ．　 pyogenes 　ATCC 　lO3B9

E ．　 co 工i　N 工HJ 　JC −2

十 十 十 十 十 十 十

Dilu 辷e 　solutions 　were 　s 七〇 red 　in 　the 　dark ．　All 　cu 工tures 　were 　incubated 　for 　24 　hours 　a ヒ　37
°
C ．

t 　Control 　l　　 sterilized 　distilled 　water 　＋　organisms ．

★ 爵　Contro1 　2　　 5terilized 　dis ヒilled 　 w 己 ter 　＋ 　sterilized 　saline ．

（

め に 35° C で 保存 した 減菌蒸留水 に 各菌 を接触さ せ た と

きの 結果で ，
control 　2 は 操作中 の contamination を

考慮して 35 ° C で 保存 した 滅菌蒸留水に 減菌生理食塩液

を接触さ ぜ た時 の 結 果 で ある ．Table　1 の 通 り 35° C で

保存 し た30倍希釈液は ，21日ま で の 観察期闘に お い て 各

菌 の 発育 を 完全に 阻 止 した ．

　3． 希 釈 液 の 口 腔 内細菌 に 対する 効果

　30倍お よび60倍希釈液 の 冂 腔内細菌に 対す る効果に つ

い て Fig．2 に 写真 で 示 した．30倍及び60倍希釈液群 で

は，い ずれ も対照群 に 比 し菌 の 発育は 認め ら れ な か っ

た．

考 察

　含嗽用 PVP −1 は Polyvinyl　pyrolidone （Povidone）

と ヨ ウ素の 複合体 を主 成分 と し た 含嗽剤で あ り，口 腔内

好気性菌お よ び 嫌気性菌を著明に 減少 させ る こ とが知ら

れて い る．7hS ）　と こ ろ で PVP −1 に 影響を 及 ぼ す 因 子 に

は ，Tf［［液及 び 尿 等の 有機物
4・o「｝あ る い は 種 々 還元性薬剤

3】

が あ る ，ま た そ の 他 の 因子 と し て 熱や 光も考 え ら れ る

が ，こ れ ら閃 子 の 影響に つ い て の 報告は な い ．特に 当院

で は 病 棟 へ 喬釈 液 を交付 し て お り，希釈液を保存す る上

で 温度の 影 響を考慮す る 必要性が 生 じた ，そ こ で 著者 ら

は 含嗽用 PVp −1 の
一

般に 使用されて い る 15，20お よび

30倍希釈 液を一定 温 度 で 21日間 保存 し た と きの 遊離 ヨ ウ

　　（A ）

mouth 　 wash

　 sample

　 　 十

sterilized 　saline

　　（B）
mouth 　 wash

　sample

　 　 十

30−fo！d　dUu ヒe

solution

　

　

襯

胸

∵

　　 （c）
mouth 　 wash

　 sample

　 　 十

60−fold　dilute

solution

Fig．2，　Bactericidal　Effect　of 　Dilute　Solutions

　　　　 of 　PVP −I　Gargle 　 on 　Oral　Bacteria

　 Mouth 　 was 　 rinsed 　 for　 15　 seconds 　 with 　 20　ml

of 　 a　 sterilized 　saline．　 Mouth 　wash 　samples 　were

solutions 　diluted 叩 to　10−times　with 　the 　steri ・

lized　 distilled　 water ．　 Each 　 O．2ml 　 was 　 mixed 　for

2seconds 　 with 　2　ml 　 of 　 30− and 　60−fold　dirute

solutions 　 of 　the　PVP −I　gargle 　 and 　O．5ml　 of　its
solution 　 was 　plated　 on 　 to　blood　 agar ．　All　 cul ・

ture　plates 　were 　incubated　for　48　hours　at 　370C ．

素濃度の 変化及 び 殺菌効爿をに つ い て 検討 を 加 え た ．

　各希釈液の 遊離 ヨ ウ素 の 分解は 保存温度 が 高い ほ ど著

し か っ た ．すな わ ち ，30倍希釈液を 35°C で 保存 し た場

合 に 分解が よ り著明で ，21日後の 遊離 ヨ ウ 素の 残存率 は

約50％ （遊離 ヨ ウ 素含量 ： 0．122mg 〆m1 ）で あ っ た ．医

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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薬 品の 残存率を90弩に 保つ 期間を 有効性 の 目安 と考k る

な ら ば，含嗽 用 PVP −1 液の 15な い し20倍希釈液は 5°C
の 低温保存の 条件下 で は 21 日間安定 で あるが，20° C 以

上 の 条件下 で は 2 日 以上 の 保存 は 不 適当 で あ る と い え

る，

　
一

方 ， 退色に よ り PVP −1 液の 殺菌効果は 低 下 す る

が，ほ ぼ 無色 の 溶液 で も 0．131mg 〆ml 以上 の 遊離 ヨ ウ

素が 残存す れ ば 殺菌効果は 十分期待で きる ．6＞ 今回の 30

倍希釈液を 35° C ， 21日問保存時 で残存遊離 ヨ ウ 素量は

・O．122mg ！ml とな っ た が ，そ れ で もか な りの 殺菌効果が

予 測 され る ．実際に 30倍希釈液を 35°C で保存した と き

の殺 菌効果を 6 種 の菌 lc対し て検討 した と こ ろ，　Fig．　1
に 示す よ うに 21日 間の 観察期間 中 で そ の 希釈液は ，い ず

れ の 菌 に 対 して も殺菌作用 を 十分に 示す こ と が わ か っ

た ．すな わ ち 30倍希釈液中 の 遊離 ヨ ウ素濃度が50％に 低

下 して も，その 殺菌効果は 保持 されて い る こ とが 確認さ

．れた ．さ らに 実際面を 考慮 し た 口 腔内細菌に 対す る 効果

（Fig．　2 ）の 検討で は，30倍希釈液お よび そ の 遊離 ヨ ウ 素

濃 度 が 1／2 に 減少 し た 60倍希釈液は い ずれも口 腔内細菌
、に 対 し て 殺菌作用を 示 す こ とが 判明 した．

　以上の こ とは30倍希釈液は 35° C で 21日聞保存する と

．遊離 ヨ ウ 素濃度が 112 に 減少する が，そ れ に もか か わ ら

ず その 殺菌効果は 十分期待 で きる とい うこ とを 示 すもの

で あ り，15〜30倍希釈液を病棟へ 交付した場合，保存温

度を考慮すれぽ 3週 間程 度は 十 分に 使用 に 耐 え られ る と

い うこ とを示すもの で あ る．また，従来用 い られ て い る

希釈 倍 数 （15〜30倍） よ り希薄な 液で も十分な効果が期

待 で きる こ とを 示すもの で あ る．
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